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地域研究の調読には，阪々なアブ、－チの仕方かあるが，就01.，コロンビア大学のラテン．ア

メリカ研究所1モチャールニ・ワークレイのtMLている文化人類学的方法は，全てのjlIl城pl兜の

池礎となるｉｎ要な作業とlﾊえよう。この意雛-rzFPrは，あらゆる分野のラテンアメリカ研究者に

推瀬できる本なのである。

ラテンアメリカと米1ｍと対立する文化圏として11i価する藩者の几)Wは正しい。このことをi12曲Ｒ

十ることか，ラテンアメリカの分析なり鵬瓢なｂのiiIl提として必･腰一ある。なぜならば，社会変

化は，必ずしも政治学や麟済学の卵賎j、場忙起るのではなく，その社会E1体の英化のパターンに

よってかlkDIbllIUllされて生ずるからである。ところで，ある文化の全榊造体を一つのパターンと

して抽出Ｌた肚初の学者は，「菊と刀」で羽名なルース・ベネディクトである。人の中咳的性格

は，幼年lUlの経駄によって形成されるが，社会にはその社会独自の規制やIﾛ習かあり，人はそれ

に沿って汀てられる。したがって同じ社会の成典は，多少とも同一の物の兄方をし，同一の生活

１，N式を身につ0.｢ろ＄のである。われわれが外個人の行為やその文化を評価する柵合，自分が生れ

γiつた日本文化の尺匹によって斜j1所する。しかしそれた''十では完全な皿1Ｗは困難だろう。それは

ちょうどメートルで測るべき物を，一々，尺で測っているような$のだからである。

ワークレイの研究目撤は，ラテン・アメリカの文化のパターンを朗らかにすることにある。彼
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はそれを理想的パターンという名称で呼んでいるがｊその理迎的パターンとは，ある社会の成員
力ｉ蒙族は如何に組俄されるべきかと考えるか，あるいは男性が父親としての役割において採る
べき行勤醗式はＦのようなものか，というようなことの全体左のである。蕪垳か挙げているラテ
ンアメリカの理想的パターンとは次のよう左もので途ろ。

１６．１７世紀のイベリア半脇をlnll5とし，新世界の硬塊によって変貌した行動尿式やＩ１１Ｉ庇。
たとえば家族主i魔（ファミリズム），鍍式上の擬HjI的血縁､U係一いわゆるコンパト･ラスゴー

性述鯉a1tIqの二ｉｎ践社会階隔の正視，肉体労働への慶祝Ｃｔ式的な礼醗作睦の極摺な聯Ⅲ，堰
人への崇敬，宗教上の派手好みをＦである。

ワークレイはこの理想的パターンが「急激な経UFi社会双助に対して，おＰうぐべ２抵抗を示し
た」と肥しているカキ現在でもラテン・アメリカ人の日常生活は０との伝綱拘左文化のパターン

によってかなり机illIされている．何時に，とのパノーンは激動の畔代を迎えて，愛化しはじめた
ラテンアメリカの「華本線」を知るためにも必要である。

現在，ラテンアメリカにおいてみられる反米鰯ivは０－段に，政沿・経i7inｳilU瓢として眺醐さ
れるが，そればかりで注ぐ，民族や文化の迎いに逸で及ぶものではないだろうか。

』ｼuﾆのように，ラテンアメリカは一つの文ｲ噸として把掴されるか,他方。i1lilnlMIの異蘭件に
も注恋すべきである。ラテン．アメリカには，ブラジルのような巨大国からニル．サルパドルや

コスタリカのいった小国篭で復在し，その自然璽塊歴史的近迩住民榊成なＦＩＴはｂかなりの

違いかある｡そして各国に固有のナシ画ナリズムが存在する。それは米国に対する防i1i的なナン
ロナリズムであるばかｂでなく，中米のエル・サルパト・ルやホンジュラスＣように隣ｂ合わせの

小国にすらみられ，互いに対立しI「プ葡卜ポール戦軟」と呼ばれるtの宙で引き起しているの
である。
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との本の柵成は,ラテン・アメリカを－つの文化KHとして､Lった１章及が２堰ラテン．アメ

リカの社会階厨をサブカルチニアとしてとらえた５車，４軍及び７瀬それにラテン．アメリカ

の人狐概念について述べた５率親族関係のパターンをフ･ラジルに列をとって脱叫乢允６液から
成っている。

ラテン・アメリカは階級社会だということができる。そのようなt1銭のサプカルチュアとして，

ワークレイは,部族原住民型０毛夕.ソ・インディアン型，小股民型，旧Wi鰯工溺（エンジ訂＝⑨）

・砂甜良劉型,新式稲脳工娚・砂偲農場型町型，郷会上０１m若桜卸。都会lHlll＃『級型，都市労働
都『級型の９個の型を挙げている。
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これらのサブカルチニアの中て，今日のラテン・アメリカのmll向を知る上、k要なしのは，都

会中１１艫綴型だろう。この階級は伝iﾂｉｎ勺攻凍頭制に代って,､政治・経済・文化の中核を担いつつ
，｡；

ある』L団だからである。７章の「ラテン・アメリカ中ⅢI階級のディレンマlIEtこのような中１１１１階

級の特敬を明確にliOえていろ。悪者のいう中111161F級とは，「筑一に，かれらはホワイト。カラー

の仕巾についているが，それWitも利益のある仕或でなく，笈允１１１１職のあるものでもない。かれ

らは小爽業家であって，狐々の卯1'Ⅱ職雄老一歯科医，薬剤師,珍蚕b人気のない弁護士医師，

技師など一である。何より“ず，かれらは俸給労勧老である｡･をｂ会社の使用人であｂ，

小学校や中学校の先生であり，公跡Ａなのであるｌとtjl定する。すなわち中lllHMF級の中でも，主

に下層中間階級を指している。

この階級の人々は，匠続主義的かつ民族主砿的だというのでもる。すなわち「上if階級一そ

して上尼中1111階級一は，国際的な趣好や召llR-フランスや米国の－を身につけているけれ
０，

Ｆも，この中111膳級の棚成員は，自らをラテン・アメリカ的なし好や行動甑式にと苫めてかこう」

としている。そして「さ室ざ官左伝統的Imi価観念を有しているか，と同時に，近代的な要求や抱

負をⅡ[ねそなえている。だが，かれらは依然として挫村的・半封建的・人格的社会体系から，祁

市的・エ莱的・非人格的社会体系への過城川にある社会に生&ている」と位肚づけする。

中IMI階級の人々は，下屈階級に特徴的左肉体労働から解放されることを肱祝し，家やIHI袋や礼

｡l作法において‘Ｉﾖ分たち上りも耐『裕注人とのギヤ．,プを無くそうと意蹴的に努めている。彼ら
I口｡｡.｜

の中でも，移住瀞や移住者の子孫が多い上ﾙｶﾞ中Ⅱ鵬級は，教育もあｂ，ピジロンも広く，国曝的

ではあるが，下府階級（メキシーな脾ではインディオであることが多い）との差を，故恋に意麟
一■O

させようとする。それは自分たち力6努力して築き上げた地位を守るために,下層階級との差を明

砿にする必饗があるからかも知れない。ラテン・アメリカの中1111階級の将散とディレンマはとの

点に存在する。すなわち彼らは「伝統主凝者であり，自由民主主砿老である。そして，械会の均

郡が’その国の全国民大衆にまでは犬されるべきだと侭じている。かれらの子供達は，民族主9選

やナベての人の微会均可の皿想をl掛けて迎動十る大学生であるかもしれない。けれＰもその国か，
0●｡ ■､□･

相対的に、i悶死経済を沿え.ているので，中IlI11Mf扱が鯉持したいと骨鋳る生活水fluを全国の大衆に

与えた左らば，午H1職級のひとひとの，比核的忠茂れたj１h位もたぶん打ち砕かれてし寵うだろう。

かれらはそのディレンマにはっ§ｂと気づいていないかも知れないが，それは晴々奥に存在する」

のである。つ戎ｂ「千IlUlMf級は。安定壯保liEする正部のクーデターの前では受け身の遥述だし，

愈激な改茄上ｂはむしろ安定の方に眼を向ける政党や党連を禰橿的に支持するのである。＿

50

鮪Ｍ１ラテン・アメリカにおける中11M1着級の強力な発展か，民主IU雌を強化するに至るという保
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証は全然ない」のである。しかし一方ではラテン・アメリカ並町を目ざす過激派には，下層嚇

級よｂもむしろ，この中Illl階級出身の者が多いのも耶実である。それは，中川]階幾の地位か経済

的．社会的に不安定荘のが爪因だといわれている｡ラテン・アメリカの一見，不可解な政治的展

開には，多分にこの中111]階級の矛盾した行動が反映しているのではないだろうか。

ラテン．アメリカの真の発達のためには，階級篭つ雀bit商の差をIWinすることが不可欠で

ある。しかし発展はしても,その差は一向に麹戎らないのが現状である。鱒に大都市のスラム化

・は切実左問題となっている。たとえば，メキシコ市は年Ⅱ１１７％という大変左人口卿加率を示す

７００万の大都市であるか，そこに４５２の貧困地区があり，２００万以上の1Mt民が住んでいる。

その上，年々４０万の地方出身者かメキシコ市に流伝し，貧民流の住民と化している。オスカー

、ルイスのいう「彼困の文化」の存在はメキシコばかりでなく，ラテン・アメリカ潴国の都市で

同仰でもｂ,大きな問題を楠成してｈろ。

薯者はとの貧困階層のサプカルチニアについて殆渉何も触れていたい。しかしラテン・アメリ

カの政治家や知識人自体か荘だとの問題に限を向けておらず，相変らず先進国の後を追いかけて

いるのである。同じく本衡には取扱われていないが，凪近の現象として，廟庇技術社会の若者に

共通の「若者の文化」と呼びうるサブカルチュア，すなわち旧世代の既成の厩念では理解できそ

うもない,文化を持つ世代が，ラテン・アメリカでも，メキシコTIiなＦではIlIJLしていることを

戯後につけ加えておきたい。

「ラテンアメリカの伝統」という題名を持つ本齊は，経済・社会変動にUIiuiする伝境的な魁考，

行動観式の存凝とその根強さに力点を1mいている。だ力ｉ体imi不均衡，1Mt囚依存というラテ

ンアメリカの根本問題を解明するためには,その背jxとなる文化を知る必要があり，本碑はその

ための手ごろな入門書にもなろう。ただし，内容が一闘勺すぎることを術摘で陞るが，それは今

後の研究を線つエクしかたがない。若者は本笹に対して，「ラテン・アメリカ文化の牛に箸辺的

な,あるいは，共通の分母を探求する試みによって6．正士地域的，内HUD，サプカルチュアを分類

する試みによって’との本はさらに進んだラテンアメリカ研究のための恰好な辿盤となるだろう」

とjWU；してv､ろ力ｉその点15k十分ＩＤ,+えられているといえよう。
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